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令和７年12月25日　みやぎの林業だより　第237号

御支援・御協力ありがとうございました！

お手入れ行事 （国立花山青少年自然の家 南蔵王野営場）

水 産 林 政 部 の
情報はこちらで
更新しています！！

 48回全国育樹祭は、国立花山
青少年自然の家南蔵王野営

場でのお手入れ行事、セキスハイム
スーパーアリーナでの式典行事をは
じめ、併催・記念行事とも宮城県の
内外から多数の御参加をいただき、
無事に終えることができました。
　これもひとえに、皆様からの御支
援と御協力の賜物と心から感謝して
います。本当にありがとうございま
した！
　今回で最後となる「全育つーしん」
では、第48回全国育樹祭の様子を御
紹介します。

第

水産林政部公式
インスタグラム

・県内水産・林業の情報
・各イベント等の様子
　　　　　　　　など

２
０
２
５
全
国
育
樹
祭

全
育
つ
ー
し
ん

開
催
ま
で
あ
と
１
年
で
す
！

ち
ょっ
と

vol.7

　お手入れ行事では、平成９年の「第48回全国植樹祭」において、当時の天皇皇后両陛下がお手植えにな
られたブナとオオヤマザクラに対して、秋篠宮皇嗣同妃両殿下によるお手入れ（枝打ち・施肥）が行われ
ました。
　両殿下はお手入れされる前に、第48回全国植樹祭当時の天皇皇后両陛下によるお手植えの様子等のパ
ネルを御覧になられました。お手入れの介添えやパネルの説明は、大河原産業高等学校の生徒や白石市
内の小学生からなるみどりの少年団の団員に御協力いただきました。また、お手入れに使用された道具

（鋸や鍬、肥料容器、パネル展示台など）は宮城県内の家具職人やこけし工人、白石工業高等学校に製作し
ていただきました。

10月4日
（土）
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

育林交流集会 全国緑の少年団活動発表大会 森林・林業・環境機械展示実演会

第 48 回全国育樹祭への御支援・御協力
本当にありがとうございました

　式典行事では、秋篠宮皇嗣殿下によるおことばを始め、林業の振興や緑化の推進など、様々な分野で功
労のあった方々に対する表彰が行われました。
　また、高校生による式典アシスタント、式典音楽隊、オープニングアトラクション、国歌独唱や緑の少
年団による苗木の贈呈や活動発表のほか、仙台市出身の俳優 前原滉さんとAZ9ジュニア・アクターズ
によるメインテーマアトラクション披露、利府西中学校の生徒による「花は咲く」の合唱など、次世代を
担う多くの子どもたちに御協力いただきました。
　式典行事を通して、県内外から御参加いただいた方々に宮城県の森林・林業を発信するだけではなく、
第48回全国育樹祭の開催理念を伝えることができました。

　お手入れ行事、式典行事のほか、併催・記念行事が行われました。

式典行事 （セキスイハイムスーパーアリーナ）

併催・記念行事

10月5日
（日）

4日（土）
5日（日）

4 日開催 4 日開催 5 日開催
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令和７年12月25日　みやぎの林業だより　第237号

仙台管内の特用林産物の振興について
　令和７年11月２日（日）に、仙台市太白区の秋保ヴィ
レッジ「アグリエの森」と黒川郡大和町の「たいわ産業まつ
り」において、原木しいたけのＰＲイベントを開催しまし
た。当日は、好天にも恵まれ、２つのイベントで計110組
の皆様に御参加いただきました。
　このイベントは、東日本大震災における原子力発電所
事故により影響を受けた原木しいたけ生産について、安
全安心を確保した美味しい原木しいたけが生産されてい
ることを広く消費者に伝え、更なる消費拡大を図ること
を目的として、宮城県と、仙台市及び大和町の原木しいた
け生産推進協議会との共催により実施しました。
　植菌体験では、生産者から原木しいたけの栽培や体験
後の原木の管理について説明があり、参加者からも多く
の質問が飛び出すなど原木しいたけについて、より理解
を深めていただく良い機会となりました。また、秋保ヴィ
レッジでは直売会と試食会が行われ、午前中に完売の商
品が出るほどの大盛況となりました。その他、イベント内
で林業のＰＲとして展示したおもちゃのチェーンソーな
ども、子どもたちに大人気でした。
　今後も、原木しいたけの消費拡大を図るため、生産者と
協力したＰＲイベント等の開催を支援してまいります。

　　（仙台地方振興事務所林業振興部）

「
み
や
ぎ
の
木
製
品
展
２
０
２
５
」

を
開
催
し
ま
し
た
！

みやぎの
特用林産

森林が生み出すものは、木材から、きのこ、たけのこ、苔から木炭まで多岐に渡ります。
宮城県の森から生まれる、「木製品」や「特用林産物」をPRする取組を御紹介します。

　
県
で
は
、
木
の
良
さ
や
木
材
を
利

用
す
る
意
義
等
を
広
く
県
民
の
皆
様

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
県
産
材
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
、「
み
や
ぎ

の
木
づ
か
い
運
動
」と
し
て
県
民
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に
九
月

か
ら
十
一
月
ま
で
を「
県
産
材
利
用

推
進
月
間
」に
設
定
し
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
な
が
ら
、森
林
・
林
業
・

木
材
に
関
す
る
広
報
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
を
積
極
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
九
月
二
十
九

日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
、
県
行

政
庁
舎
十
八
階
の
県
政
広
報
展
示
室

に
お
い
て
、「
み
や
ぎ
の
木
製
品
展

２
０
２
５
」を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
で
三
回
目
の
開
催
と
な
り
、
初

参
加
の
四
事
業
者
を
含
む
計
十
一
事

業
者
に
出
展
い
た
だ
き
ま
し
た
。
可

愛
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
玩
具
や
雑

貨
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ス
タ
ン
ド
な

ど
日
用
品
が
多
数
揃
っ
た
ほ
か
、
実

際
に
触
れ
て
、
座
っ
て
体
験
い
た
だ

け
る
ス
ツ
ー
ル
な
ど
の
家
具
も
あ

り
、
木
製
品
に
よ
り
親
し
ん
で
い
た

だ
け
る
展
示
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

で
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
見
学
者
数
は
約

八
百
四
十
人
と
な
り
ま
し
た
。県
民

の
皆
様
に
木
の
ぬ
く
も
り
や
心
地
よ

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
き
、日
常
生
活
に

「
み
や
ぎ
の
木
」を
取
り
入
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
本
県
の
森
林
は
本
格
的
な
利
用
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
は
、「
木
を
使
い
、
植
え
、
育

て
る
」と
い
う
森
林
資
源
の
循
環
利

用
を
進
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
県
民
の
皆
様
に「
み
や

ぎ
の
木
」に
触
れ
て
い
た
だ
く
機
会

を
た
く
さ
ん
つ
く
り
、
県
産
材
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
（
林
業
振
興
課
）

▲（上）たいわ産
業まつりで行っ
た原木植菌体験

◀（左）秋保ヴィ
レッジで行われ
たイベントでは、
ほだ木のプレゼ
ントも行われま
した

▲展示されていた木工品 ▲木製品展2025のポスター
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

　「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関
する法律」（以下「鳥獣保護管理法」という）は、鳥
獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化を図り、
もって生物の多様性の確保、生活環境の保全及び
農林水産業の健全な発展に寄与することを通じ
て、自然環境の恵沢を享受できる国民生活の確保
及び地域社会の健全な発展に資することを目的と
するものです。
　近年、全国的にクマの市街地への出没が相次い
でおります。こうした事態に迅速に対応するた
め、令和７年９月１日に改正鳥獣保護管理法が施
行されました。この改正の大きな柱の一つが、市
街地などにおける「緊急銃猟」制度の創設です。
　本制度は、差し迫った人への危害を防ぐため、
緊急性が高いと判断した場合に、市町村長の判断
に基づき、迅速な銃器使用を可能とするもので
す。
　この「緊急銃猟」制度において、県では、「市町村
の支援等」及び「職員の応援派遣」を行うこととし
ています。
　このため、「市町村の支援等」の一環として、令
和７年10月28日、クマ出没時の適切かつ迅速な

対応を図るため、関係機関連絡体制の確認及び実
際の現場対応を想定し、「令和７年度クマ出没時
対応合同訓練」を行いました。
　また、クマ出没時において、市町村からの応援
要請に基づき、県職員を派遣するなど、連携して
対応に当たります。
　県民の皆様の安全・安心な暮らしを守るため、
今後も市町村と緊密に連携し、野生動物の適切な
保護及び管理に努めてまいります。

　　　　　　　　　　　　　　　（自然保護課）

ス
ト
ー
ン
バ
ー
ド
を
制
作
し
ま
し
た
！

～
愛
鳥
モ
デ
ル
推
進
校
の
取
組
～

野生鳥獣
の管理

豊富な森林資源は、野生鳥獣との共生を考えることにもつながります。宮城県の野
生鳥獣の保護・管理のための取組を御紹介します。

　
野
鳥
や
自
然
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
る
た
め
に
、
県
で
は
愛
鳥
モ
デ

ル
推
進
校
を
設
定
し
て
お
り
、
推
進

校
で
は
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

令
和
六
年
度
か
ら
指
定
さ
れ
た

川
崎
町
立
富
岡
小
学
校
で
は
、
校
舎

の
目
の
前
を
流
れ
る
碁
石
川
を
活
用

し
、河
原
で
鳥
を
探
す「
探
鳥
会
」や
、

鳥
を
呼
び
寄
せ
る
音
を
出
す「
バ
ー

ド
コ
ー
ル
」の
制
作
、
小
鳥
の
巣
箱

作
り
・
設
置
等
を
通
し
て
、
野
鳥
に

親
し
む
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
六
月
に
野
鳥
観
察
の

ポ
イ
ン
ト
や
野
鳥
の
鳴
き
声
ク
イ
ズ

等
の
講
話
を
踏
ま
え
た「
探
鳥
会
」

と
、
小
石
を
鳥
の
形
に
見
立
て
て
絵

を
描
く
、「
ス
ト
ー
ン
バ
ー
ド
」の
制

作
を
行
い
ま
し
た
。
制
作
で
は
、
探

鳥
会
の
際
に
子
ど
も
達
が
自
分
で

拾
っ
た
小
石
を
素
材
と
し
て
、
生
徒

十
四
人
が
思
い
思
い
の
鳥
を
描
き
、

可
愛
ら
し
い
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
は「
難
し
か
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
。
も
っ
と
作
り
た

い
。」な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
野
鳥
に

興
味
を
持
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
取

り
組
め
る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
後
半
に
は
、
木
製
及
び
紙

パ
ッ
ク
製
の
餌
台（
バ
ー
ド
フ
ィ
ー

ダ
ー
）の
制
作
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
代

表
と
す
る
冬
鳥
の
探
鳥
会
等
も
予
定

し
て
お
り
、
引
き
続
き
子
ど
も
達
が

興
味
を
持
て
る
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　

林
業
振
興
部
）

鳥獣保護管理法の改正について

▲（上）制作前のおはなし
　（下）完成品。探鳥会で拾った小石か
　ら作成されたもの

宮城県内のクマ出没情報、目撃等情
報マップなど、クマ出没の最新情報
は以下 URL 又は QR コードから御確
認下さい▶
https://www.pref.miyagi . jp/
soshiki/sizenhogo/r7kuma.html
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令和７年12月25日　みやぎの林業だより　第237号

　森林経営管理制度は、所有者による管理が困難
な森林を市町村が預かり、集約化した上で意欲と
能力のある林業経営者へと経営を託す仕組みで
す。経営が引き継がれた森林は木材生産と環境保
全の両立を目指して、適正に経営管理が進められ
ることになります。
　登米圏域では、登米市と森林組合、当所で組織
する「登米圏域推進会議」を定期的に開催し、制度
の円滑な推進に向けて検討を重ねており、構成メ
ンバーに森林組合が入ることで、市が作成する集
積計画に基づき、これまで管理が難しかった森林
の経営管理に向けた取組が一体的に進められて
います。
　一方、森林整備の担い手確保をはじめ、小規
模分散した森林の集約化や適正な経営管理には
様々な課題があり、現状で経営委託を行っても自
立的な森林経営が困難な状況となっています。
　そのため、圏域推進会議では、中期的な方針を
協議し、将来的には、「経営に適した森林」と急傾
斜地等の条件の悪い箇所を「守って活かす森林」に
区分し、効果的な路網整備や森林整備を進めるこ

とで、適切に森林を管理していくこととしました。
　また、会議で決定した方針を市町村森林整備
計画のゾーニング（森林を用途ごとに区分するこ
と）に反映させ、計画的な森林整備の推進を図る
とともに、国際基準において第３者から認証され
るＦＳＣ森林認証の取得拡大にも取り組んでお
り、登米圏域の森林・林業の持続可能な経営を推
進しています。
　県としても、これらの制度が適切に運用され、

「登米の豊かな森林」が未来に引き継がれるよう、
今後とも支援してまいります。

（東部地方振興事務所登米地域事務所林業振興部）

　宮城県では、老朽化した施設の維持強化を図る
ため「宮城県治山施設個別施設計画」を策定し、第
１期計画期間（令和３年度から令和７年度まで）
において、山地災害危険地区における危険度Ａラ
ンク及びＢランクの地区にある治山施設を優先
して修繕工事を進めています。
　栗原管内の治山施設においては、これまで整備
してきた施設は古いもので設置から50年以上が
経過している施設もあり、施設点検の結果、経年
劣化によるコンクリートの表層剥離やひび割れ
など、本体構造の健全度が低下していると判断さ
れたものが65施設ほど確認されました。このう
ち、これまでに62施設の修繕工事に着手し、50
施設の修繕が完了しました。　
　今後は、用地や地形上の課題から着手できな
かった施設及び山地災害危険地区における危険度
Ｃランクの施設について、再検討・再点検を行い、
修繕工事を進めていく予定です。激甚化する山地
災害の未然防止と森林が持つ公益的機能の維持を
図るため、引き続き修繕工事を進めてまいります

ので、工事への御協力をよろしくお願いします。
（北部地方振興事務所栗原地域事務所林業振興部）

老朽化した治山施設の修繕工事を行っています

登米の森林を未来につなぐ森林経営管理制度～登米圏域推進会議の開催～

地域レポート 

▲施工場所の修繕前後

修繕前

修繕後

修繕前

修繕前

修繕後

修繕後

▲令和７年度第１回登米圏域推進会議の様子
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

気仙沼市立松岩小学校による植樹活動が行われました

「令和７年度森林土木業務成果発表会」を開催しました

地域レポート 各圏域の取組を御紹介します。

　気仙沼市立松岩小学校では、５年生（児童数66
人）の総合学習において、「気仙沼の豊かな海と森
林環境の関わり」をテーマに学んでおり、その一
環として（一社）松岩愛林公益会等の協力を受け、
同会の所有山林に有限会社早稲谷・菅原苗木店
から提供された広葉樹（クヌギ・コナラ・エノキ）
を植林しています。
　エノキの葉は、国蝶であるオオムラサキの幼虫
の餌として主食となるため、いつか気仙沼市がオ
オムラサキの群生地となるようにという思いか
ら植栽木に選定されました。
　本取組は令和２年度から継続して実施されて
おり、右図のとおり、児童に気仙沼の森と海のつ
ながりについて体験しながら学ぶ機会を作るた
め、地域の林業関係者がタッグを組んで行ってい
ます。
　当事務所では、森林が持つ機能と山と海とのつ
ながりについて講話するとともに、苗木の植え方
のデモンストレーションを交えて、植林作業の補
助を行いました。児童の皆さんは、今回の植林を
通じて、日本有数の豊かな漁場である気仙沼湾の

海産物が、山の恵みに支えられていることを理解
し、木を植える楽しみや、気仙沼の環境を守って
いく重要性を感じとっていたようでした。

（気仙沼地方振興事務所林業振興部）
　

　宮城県では、毎年治山林道事業を担当している
職員において、日頃の業務を遂行する上で得た知
識や技術等を成果としてまとめ、相互の情報交換
の場とする発表会を開催しています。今年度は、
７月４日に県大崎合同庁舎において行われ、各地
方振興事務所から合計で７つの課題発表があり
ました。
◆最優秀賞：東部地方振興事務所
「林道調査アプリを用いた災害初動調査への活用」
　近年、気候変動による災害の激甚化や土木系技
術職員の減少により災害初動調査が遅れてしま
うことから林野庁が提供する「林道調査アプリ」
を活用しました。
　成果として、作業時間の短縮や少人数での調査
が可能となりました。今後は、市町村と打合せを
行い当アプリの活用・普及を進め、災害初動調査
を行うことを考えています。
◆優秀賞：気仙沼地方振興事務所
「海岸防災林におけるクズ対策について」
　津波被害を受け、復旧した海岸防災林において

クズの侵入が顕著になってきたことにより、植栽
木の成長阻害問題が大きな課題となってきまし
た。そこで、５種類の薬剤を活用したクズ対策の
実証試験を行いました。現在実証中ですが今後、
より費用対効果の高い対策について検討を行い、
当試験結果を取りまとめ、今後の海岸防災林の保
育管理に取り入れていくこととしました。
　県では当発表会での成果を今後の事業に取り
入れ、事業の省力化等に役立てていくこととして
います。　　　　　　　　　　　　（森林整備課）

▲記念撮影の様子

（上段）松岩小学校で行われる、広葉樹植樹の活動の仕組み
（下段左）植樹のデモンストレーション
（下段右）子供たちによる植樹
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みやぎの
森林づくり

宮城県内の森林の公益的機能を保ち、持続可能な形で利用するため、県が行っ
ている取組を御紹介します。

  「巣植え」という植栽方法をご存じでしょうか？「巣植
え」は３本のスギを三角形に配置し、１つの巣のように植
栽する方法です。
　「巣植え」は密植（通常より多い本数を植栽）と疎植（通
常より少ない本数を植栽）のメリットを併せ持ち、次の３
つの特徴があります。

①植栽本数が少なくなり低コスト植栽につながります。
②密植により雪害や風害に対する抵抗力を持ちます。
③密植により競争が働き、優良材の生産が期待できます。

　巣の周辺を坪刈り（全面積ではなく植栽木の周囲のみ
刈払う方法）とすれば、広葉樹を育成でき、多様な森づく
りが可能になります。
　当事務所では、巣植えでどのような森林を育成できる
のか把握することを目的に育林調査を実施しています。
森林所有者から協力を得て、大崎市岩出山池月の森林に、
平成26年に210本のスギを植栽し、生長量調査等を継
続中です。植栽後、下刈りは平成30年に終了し、令和４
年に除伐を行いました。現在は林冠がうっ閉し、立派な
スギ林に育ちつつあります。
　このような育林調査は結果を把握するまで長い年月が

必要です。そのため、丈夫な杭やプレートを使って番号
を付け、継続して調査を行いますが、劣化が否めません。
そこで、今年はGNSS機器を活用して、植栽位置図の作
成に取り組みました。今後も、これらをもとに「巣植え」
植栽地の生長を観察していきます。　　　

(北部地方振興事務所林業振興部）

巣植え植栽地の継続調査について

海
岸
林
に
潜
む　
　

「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」の
脅
威
！

　

皆
さ
ん
は
、「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス

タ
ー
」を
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
県
の
沿
岸
部
に
は
海
岸
防
災
林
と
し

て
松
林
が
成
林
し
て
い
ま
し
た
が
、
震

災
に
よ
る
津
波
で
被
害
を
受
け
た
た

め
、新
た
に
造
成
を
行
い
ま
し
た
。当
管

内
で
も
令
和
二
年
度
の
復
旧
完
了
後
、

現
在
は
下
刈
り
等
の
保
育
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
区
域
内
で
グ

リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
が
猛
威
を
振
る
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
正
体
は「
ク
ズ（
葛
）」で
す
。

　

ク
ズ
は
、
マ
メ
科
ク
ズ
属
の
ツ
ル
性

多
年
生
草
本
で
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
の
日
本
各
地
に
分
布
し
て
お
り
、
ツ

ル
は
他
の
も
の
に
巻
き
付
く
か
地
面
を

這
っ
て
十
メ
ー
ト
ル
以
上
に
伸
び
、
広

い
範
囲
で
根
を
下
ろ
し
、
高
い
繁
茂
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。ク
ズ
は
、生
長
し
た

ク
ロ
マ
ツ
に
巻
き
付
い
た
上
、
覆
い
被

さ
り
、
最
終
的
に
は
枯
死
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。

　
「
秋
の
七
草
」と
し
て
日
本
人
に
身
近

な
野
草
で
あ
り
、
か
つ
て
は
、
根
は「
葛

粉
」、ツ
ル
は「
葛
布
」と
し
て
利
用
す
る

た
め
、
有
用
な
植
物
と
し
て
盛
ん
に
栽

培
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
里
山
な
ど
の

放
置
が
進
む
に
つ
れ
て
、
次
第
に
ク
ズ

は
雑
草
と
し
て
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
家
畜
の
飼
料
や
土
壌
流
出

防
止
な
ど
の
目
的
で
ク
ズ
が
持
ち
込
ま

れ
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
そ
の
猛
烈
な
繁

茂
力
か
ら「
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
」と

い
う
名
称
が
付
け
ら
れ
、
侵
略
的
外
来

種
と
し
て
今
で
は
厳
し
く
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
グ
リ
ー
ン
モ
ン
ス
タ
ー
か
ら
、

植
栽
し
た
ク
ロ
マ
ツ
を
守
り
、
海
岸
防

災
林
と
し
て
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
保
つ
た
め

に
、当
事
務
所
で
は
毎
年
、下
刈
り
と
併

せ
て
つ
る
切
り
の
作
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。今
後
も
、よ
り
効
果
的
な
対
策
が

で
き
る
よ
う
様
々
な
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
林
業
振
興
部
）

▲海岸防災林で圧倒的な繁茂力を見せる「グ
リーンモンスター（クズ）」

（右）
「巣植え」植栽の巣　
（下）
「巣植え」植栽の生育状況
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令
和
七
年
八
月
、
塩
竈
市
の
伊
保

石
公
園
に
森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施

設
が
誕
生
し
ま
し
た
。

  

塩
竈
市
で
は
、
令
和
三
年
の
市
制

施
行
八
十
周
年
を
機
に
、
開
園
か
ら

三
十
年
以
上
が
経
過
し
た
伊
保
石
公

園
の
再
整
備
に
着
手
し
ま
し
た
。
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
を
望
む
声
が
最

も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
間
活
力

導
入
を
前
提
に
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
、

利
府
中
Ｉ
Ｃ
か
ら
の
誘
導
看
板
な

ど
の
基
盤
は
市
が
整
備
し
、
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
施
設
は
民
間
投
資
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
塩
竈
市
の
目
指
す
姿
が

実
現
で
き
る
見
込
み
が
立
ち
ま
し
た
。

  

こ
れ
を
踏
ま
え
、
令
和
六
年
度
に

設
置
管
理
許
可
制
度
に
よ
り
提
案
募

集
し
た
結
果
、
株
式
会
社
ワ
ク
ワ
ー

ク
ス
が「
自
然
共
生
型
ア
ウ
ト
ド
ア

パ
ー
ク
・
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」を
設
置
す
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

  

開
園
後
二
か
月
間
の
利
用
者
は

四
千
七
百
人
を
超
え
、
宮
城
県
内
は

も
ち
ろ
ん
県
外
か
ら
も
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
は
、
伊
保
石

公
園
の
起
伏
を
活
か
し
、
公
園
内
の

ス
ギ
や
コ
ナ
ラ
を
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
上
十
五

メ
ー
ト
ル
に
設
置
さ
れ
た
は
し
ご
や

綱
の
空
中
散
歩
を
楽
し
み
、「
ジ
ッ
プ

ス
ラ
イ
ド
」で
地
上
へ
滑
り
降
り
る
体

験
は
、ス
リ
ル
と
爽
快
感
、達
成
感
を

味
わ
え
る
と
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
世
代
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

民
間
投
資
を
活
用
し
た
森
林
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
が
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
若
年
層
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
効
果
は
大
き
く
、
塩
釜
水
産

物
仲
卸
市
場
と
の
相
互
割
引
な
ど

塩
竈
市
全
体
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
、森
林
の
魅

力
が
多
く
の
方
に
伝
わ
る
よ
う
、
当

事
務
所
も
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　

林
業
振
興
部
）

県からのお知らせ

東
北
初
！

塩
竃
市
に
森
林
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
が
誕
生

▶
爽
快
な
ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド

　森林施業の効率化・省力化を図るためには、ＩＣＴ等の先端技術を活用したスマート林業の導入が有効
です。
　当県では、令和２年度から林業分野へのドローン等の導入・活用を進めてきましたが、近年の技術進歩
により、更に高性能な機体が登場しています。そこで、宮城県森林組合連合会の主催で県内の森林組合等
に向けて、「最新ドローンによる新しい森林計測手法とデータ利活用講習会」が開催されました。
　講習会では、最新のドローン機体による計測手法の実演（講師：ドローンショップ仙台）や、地形解析デ
モンストレーション（講師：株式会社ビィーシステム）が行われました。
◆最新ドローン機体の実演
　撮影速度の高速化により飛行時間が短縮されたことに加え、
操作に不慣れであっても容易に飛行できる「リアルタイム地形
フォロー機能」が搭載された最新機種が紹介されました。当日
は、実際に皆伐・再造林が行われた森林において、飛行の実演・
体験が行われました。
◆地形解析デモンストレーション
　３Ｄ点群解析ソフト「ScanSurveyZ」を使用して、宮城県土
木部がオープンデータ化している航空レーザ計測成果（ＤＥＭ
データ）から微地形等の解析デモが行われました。

　ドローンをはじめ、スマート林業に関する技術は日々進歩し
ています。厳しい自然条件下での人力作業の省力化や、森林経
営の効率化に向けて、スマート林業に取り組んでみてはいかが
でしょうか。

（宮城県スマート林業研究会事務局：宮城森林・林業活性化センター /林業振興課）

最新ドローンとレーザ計測データの利活用によるスマート林業の推進

▲最新ドローンによる森林計測手法の実演　
　（写っている機体は DJI Matrice400）

宮城県土木部の航空レーザ計測
成果が公開されているオープン
データポータルサイトはこちら。
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みやぎの
林業研究

林業技術総合センターでは、本県の林業分野の課題を解決するため、日々様々
な研究が行われています。

  10月５日第48回全国育樹祭式典行事への御臨
席の後、地方事業御視察として、両殿下に当セン
ターにお出でいただきました。当センターの概要
を御説明したほか、海岸防災林関係者との御交流、
みやぎ森林・林業未来創造カレッジ関係者との御
懇談が行われました。
◆林業技術総合センターの概要・試験研究の御説明
　まず、当センターの沿革、令和３年度にＣＬＴ
パネル工法で新築した施設について御説明すると
ともに、ハタケシメジの品種開発、無花粉スギ品
種の開発について御説明しました。両殿下からは、
ＣＬＴの性能やハタケシメジ品種の開発方法、無
花粉スギの増殖について、熱心に御質問いただき
ました。
◆海岸防災林関係者との御交流
　次に、公益財団法人オイスカ、特定非営利活動
法人わたりグリーンベルトプロジェクトの皆さん
と御交流されました。各団体からパネルを用いて
海岸防災林復旧の取組や現在の保育作業等につい
て説明を受けられ、作業が大変なことや苗木の調
達について御質問され、積極的に御交流されてい
ました。

◆みやぎ森林・林業未来創造カレッジ関係者との
　御懇談
　最後に、カレッジの関係者として、元センター
職員で加美町振興公社の小杉徳彦さん、栗駒高原
森林組合の月岡正博さん、新誠木材株式会社の野
澤孟司さんと御懇談されました。皆さんからは、
カレッジの立ち上げ、講師としてどのように人材
育成を行っているか、研修の内容をどのように活
かしているかなど御説明され、両殿下からは、子
どもたちへの森林学習で興味を持ってもらうこと
が重要とのお言葉がありました。
　今回の御視察は、大変光栄なことであり、森林・
林業関係者の励みになるものと思います。

　　　　（林業技術総合センター企画管理部）

秋篠宮皇嗣同妃両殿下の林業技術総合センター御視察

コ
シ
ア
ブ
ラ
栽
培
方
法
の
検
討

　
　

  

～
マ
ン
ガ
ン
・
カ
リ
ウ
ム
施
肥
効
果
～

　

コ
シ
ア
ブ
ラ
の
新
芽
は
人
気
の
高

い
山
菜
で
す
が
、
そ
の
栽
培
は
難
し

く
、
全
国
生
産
量
の
約
九
十
六
パ
ー

セ
ン
ト
は
山
採
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
放
射
性
物
質
拡
散
事
故
か
ら
十
年

以
上
経
過
し
て
も
、
い
ま
だ
に
宮
城

県
を
含
む
広
域
で
出
荷
制
限
又
は
自

粛
が
続
い
て
お
り
、
他
の
山
菜
に
比

べ
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
、

経
年
的
に
濃
度
が
上
昇
傾
向
と
の
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
栽
培

に
よ
る
出
荷
再
開
の
可
能
性
を
検
討

す
る
た
め
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
が
マ
ン
ガ

ン
超
集
積
性
植
物
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
、
施
肥
に
よ
る
栽
培
手
法
の
検

討
及
び
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
低

減
効
果
の
検
証
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
カ
リ
ウ
ム
や
マ
ン
ガ
ン
の

施
肥
が
コ
シ
ア
ブ
ラ
の
成
長
に
与
え

る
影
響
を
調
べ
る
た
め
の
栽
培
試
験

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

育
苗
培
土
又
は
山
土
を
ベ
ー
ス
と

し
た
用
土
に
、
苗
高
約
四
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
苗
を
植
栽
し
プ
ラ
ン

タ
ー
栽
培
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
山
土

ベ
ー
ス
の
用
土
で
個
体
の
成
長
が
良

く
、
三
年
間
で
約
百
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。ま
た
、樹
高

成
長（
苗
高
）、
肥
大
成
長（
根
元
径
）

と
も
に
、
マ
ン
ガ
ン
施
肥
区
で
成
長

量
が
大
き
い
傾
向
が
あ
り
、
特
に
山

土
に
マ
ン
ガ
ン
・
カ
リ
ウ
ム
施
肥
区

の
成
長
量
が
大
き
く
、
初
期
サ
イ
ズ

を
加
味
し
た
相
対
成
長
率
で
比
較
し

て
も
高
い
傾
向
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

栽
培
が
難
し
い
と
さ
れ
る
コ
シ
ア

ブ
ラ
で
す
が
、
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
に

お
い
て
、
山
土
へ
の
マ
ン
ガ
ン
施
肥

が
成
長
に
効
果
が
あ
る
こ
と
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。　
　

　

今
後
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
対
策

を
含
む
安
全
性
の
確
認
、
収
穫
を
見

越
し
た
栽
培
方
法
の
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

（
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー　
　

企
画
管
理
部
）▲植栽当年（左）と３年目（右）のコシアブラの様子

◀カレッジ関
係者と両殿下
の御懇談の様
子
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

　林業技術総合センターでは、良質な少花粉スギ
の種子生産を図るため、令和２年度から令和４年
度にかけて半閉鎖型採種園を３棟造成しました。

　通常、林業用種子の生産施設である採種園は屋
外に造設することが一般的です。しかし、少花粉
スギの種子生産では、少花粉スギの雌花に少花粉
スギの花粉を受粉させることが理想であり、通常
のスギと比較して花粉の飛散量が１％以下という
特性を持つ少花粉スギの採種園を屋外に造成した
場合、採種園の外から飛んでくる花粉によって受
粉する確率が高くなることが考えられます。この
ような目的外の花粉による受粉を防ぎ、少花粉ス
ギ同士の交配を確実に行うため、採種園を丸ごと
パイプハウスの中に造設し、受粉の時期以外は側
面のビニールを巻き上げて解放できるようにした
ものが半閉鎖型採種園になります。

　令和２年度から令和３年度にかけて造成した２
棟の半閉鎖型採種園は母樹が十分に育ってきた
ため、令和７年３月に初めて受粉作業を実施しま
した。春先の作業となりましたが、パイプハウス
の中の気温はとても高く、花粉が舞う中での作業
となり、大きな負担が伴いましたが、作業後には
結実した球果を確認することができ、受粉が成功
したことが分かりました。その後、球果は順調に
成熟し、令和７年10月からは球果の採取作業を
実施しました。今後は年度内の種子の販売に向け
て、球果の乾燥、種子の精選、発芽試験を行う予
定です。

              （林業技術総合センター試験研究部）

半閉鎖型採種園による
少花粉スギ種子の生産

　
平
素
よ
り
林
業
だ
よ
り
を
御
購
読

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
度
、
今
後
の
企
画
・
編
集
に

際
し
て
読
者
の
皆
様
の
御
意
見
・
御

感
想
を
参
考
に
す
る
た
め
、
読
者
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
表
紙
・
紙
面
デ
ザ
イ
ン
及
び
毎
号

の
紙
面
内
容
に
つ
い
て
の
感
想
や
、

次
号
以
降
の
記
事
で
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
内
容
な
ど
、
是
非
御
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
の
よ
り
良
い「
み
や
ぎ
の
林

業
だ
よ
り
」発
行
の
た
め
、
是
非

御
回
答
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

宮城県水産林政部はInstagramで水産業・林業
などに関する情報発信を行っております。
ぜひ「海山人みやぎ」のフォローをお願いします。

アカウント名：UMIYAMAHITO.MIYAGI
ＵＲＬ：https://www.instagram.com/umiyamahito.miyagi/

▲アンケートは
こちらから

み
や
ぎ
の
林
業
だ
よ
り

　
読
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
　

   

御
協
力
く
だ
さ
い

お聞かせくださ
い！

▲半閉鎖型採種園 ▲半閉鎖型採種園内の母樹

◀半閉鎖型採種園の
スギの球果

▲花粉の精選 ▲交配作業
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令和７年12月25日　みやぎの林業だより　第237号

1月 2月 5月4月3月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平均

円/ｍ3

16,000

14,000
15,000

11,000
12,000
13,000

10,000
9,000
8,000
7,000

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

令和7年

令和2年

5月4月1月 2月 3月 12月 平均11月10月7月 8月 9月6月
700

900

1,400
1,300

1,100
1,200

1,000

800

円/㎏

令和6年

令和4年
令和3年

令和5年

令和7年

令和2年

木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
大衡 仙南 仙北 津山

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － －
16〜30 － － － －
20〜32 13,500 12,000 － 13,300

　4.00

10〜13直曲 10,000 － 9,500 10,000
14〜18直曲 10,000 － 9,500 10,000
20〜22 12,000 － 12,100 12,700
24〜34 13,000 12,500 － 13,500
36〜 12,500 12,500 － 12,000

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

令和2年 999 965 977 1,006 973 958 926 944 1,057 1,044 989 1,001

令和3年 1,046 954 916 879 892 862 843 921 939 921 948 1,035

令和4年 1,010 991 982 948 983 1,012 1,035 976 1,002 1,015 1,013 1,038

令和5年 1,031 968 967 966 996 1,038 1,019 996 1,011 1,016 1,006 1,068

令和6年 1,072 1,045 1,069 1,042 1,084 1,014 1,028 1,045 1,122 1,182 1,214 1,325

令和7年 1,286 1,239 1,217 1,182 1,137 1,128 1,064 1,084 1,129 1,193 1,169

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況（令和7年11月）

表１　各共販所別木材市況（令和7年11月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

令和7年9月（戸） 874 790 84 90.4 
令和6年9月（戸） 1,246 975 271 78.3 
前年同月比（％） 70.1 81.0 31.0 －

令和6年9月～令和7年9月（戸） 14,945 11,232 3,713 75.2 
令和5年9月～令和6年9月（戸） 18,095 13,211 4,884 73.0 

前年同期比（％） 82.6 85.0 76.0 －

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（令和7年9月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・9月の新設住宅計は前年同月比
で29.9%減少し、前年同期比では
17.4%減となった。
・構造別では木造が前年同月比で
19.0%減少し、前年同期比で15.0％
減となり、木造率は前年同月比で
12.1ポイント増の90.4%となった。

素材動向
・素材平均価格は前年と比較し、ほぼ
同水準で推移しており、10月以降上
昇傾向で推移している。

・平成24年に原木しいたけ（露地）が
出荷制限指示を受けたこと等に伴
い、価格は大きく下落したが、平成
26年次以降は900円～1,200円
台と、震災前の平均価格を上回って
いる。
・令和7年の生しいたけ月平均の単
価（円/kg）は1月から前年より高い
水準で推移していたが、9月から前
年度同月とほぼ同じ価格帯となり、
11月の単価は1,169円となった。

概　況

概　況

概　況
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

ー本日はよろしくお願いします！
　まず、現在の仕事について教えて
いただけますか？

千葉愛結実さん（以下、千葉さん）：　
よろしくお願いします。私は現在、
栗駒高原森林組合の業務課に勤務
しています。仕事は大きく分けて現
場作業と事務作業があり、だいたい
現場が６割、事務が４割くらいの割
合です。現場作業は森林整備の管理
や調査、事務作業は担当している現
場の書類作成などを行います。山や
運動などが元々好きで就職したの
で、個人的には現場作業が好きです。

－御自身が働く中で、特に楽しさや、
やりがいを感じる時間はあります
か？

千葉さん：私は特に、下刈り作業の現
場が好きです。伸びた雑草を刈り払
い、整備された現場を見ると達成感
があります。作業員の皆さんが暑い
中頑張ってくださった成果が目に
見えてわかると、現場管理の立場と
しても大きなやりがいを感じます。

　あとは、現場の先輩方と話す時間で
す。私自身の目線では気づけない
「作業中にこんなことあったよ」と
か、「このあたりは熊や鹿が多いよ」
といった現場の声を聴かせてくれ
ます。

　元々山が好きなので、そういったお
話を聞けるのは楽しいですし、仕事
をするうえでもとても大切な時間
です。

－では、仕事のうえで特に気を付けて
いることはなにかありますか？

千葉さん：現場では、「自分を過信し
ないこと」と、「無茶をしないこと」
を一番に心がけています。山での作
業はけがや体調不良のリスクが高
いので、現場に慣れてきたと感じる
時ほど、慎重に移動や作業を行うよ
う意識しています。また、現場では
作業員さんとのコミュニケーション
にも気を配っています。

　作業員さんは皆さん先輩ばかりな
ので、業務上は、私が指示を出す立
場ですが、相手の意見をしっかり聞
きながら、指示を出すように心がけ
ています。私もそのようなやり取り
を通して現場で勉強させてもらっ
ています。

ー入組前後で「林業」という仕事に対
するイメージは変わりましたか？

千葉さん：入組前は林業というと、木
を植えたり手入れをしたり、いわ
ゆる「山で木を伐る」仕事というイ
メージが大きかったです。実際に勤
務してみると、当組合ではコケの栽
培・販売なども行っていて、業務内
容が多岐に渡っていることに驚き
ました。

ー森林組合への入組したきっかけは
どのような経緯だったのでしょう
か？

千葉さん：高校の先輩が入組された
と知って、近くにこういう企業があ
るんだと関心を持ちました。高校３
年生の時に参加した組合の見学会
で、職員同士が気軽に話せるアット
ホームな雰囲気に惹かれました。業
務についてもその際説明を受け、現
場に出る機会が多く、体を動かす場

面が多い仕事だと聞いて、運動は好
きだし、現場にも出られるのが自分
に合っているなと感じました。

―ありがとうございます。
　最後に今後の抱負と、県内の林業に
向けて期待していることがあれば
教えて下さい。

千葉さん：まずは、作業員さんからの
質問に一人でしっかり答えられるこ
とや、現場ごとの特徴を完璧に把握
するなど、一人で対応できる職員に
なることが当面の目標です。将来的
には、林業機械の操縦免許など、林
業ならではの資格も積極的に取得
したいと思っています。また、実際
にこの業界に入って、林業がまだま
だ若者にとって遠い業界であると
感じました。当組合も若者雇用のた
めの取組を進めていますが、林業
全体や森林組合の職員に対しては、
「専門的だ」「堅苦しい」といったイ
メージを持たれているように感じ
ます。若い人に向けて入りやすい、
親しみやすい職場や仕事なんだよ
というところをもっと広く伝えてい
ければと思っています。

みやぎの
森林人

もりびと

今回御紹介するのは、栗原市にある栗駒高原森林組合で働く、組合
職員の千葉愛結実さんです。千葉さんは、２０２４年に森林組合に入
組後、森林整備センターの新植・保育事業の現場管理及び事務に携
わっています。　

栗駒高原森林組合
業務課　千葉  愛結実さん

▲（上）執務室内での様子
　（下）林内での調査

作業中の様子
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令和７年12月25日　みやぎの林業だより　第237号

国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山･岩出山

気仙沼･栗駒･白石･岩出山･鶯沢

宮十運輸株式会社･宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
亀　山　征　弘
梶　原　領　太
阿　部　　　貢
富　澤　和　彦

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)2150

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長
副会長
副会長
副会長

米　澤　光　秀
永　井　政　雄
菅　原　正　義
佐　藤　裕　康
ほか理事一同

〒980-0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事 遊　佐　勘左衛門

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会

〒980-0011
仙台市青葉区上杉２丁目４-46
宮城県森林組合会館内
TEL（022）266-7121

水源林造成事業

緑をはぐくみ水をつくる
　奥地水源地域の森林整備

宮城県水源林造林協議会
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第237号　みやぎの林業だより　令和７年12月25日　

「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目2 番 16 号（ JＡビル宮城内）　☎022（711）7641（代）

もりぢから

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
仙台市青葉区上杉２丁目４-４６
TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙南地区木材センター
大 衡 綜 合 セ ン タ ー

0224-51-9916
022-345-2205

仙北地区木材センター
津 山 木 材 セ ン タ ー

0229-72-1877
0225-68-3038

花粉症対策スギ挿木コンテナ苗木，海岸防災林用抵抗性クロマツ苗木をはじめ，
林業用及び森林復旧用各種苗木のご用命・ご相談承ります。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 3,000円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,400円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 4,500円（送料込み）

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

林業の今を伝える月刊誌今
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一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

スゴいぞ！  みやぎの木のチカラ

　県土の約６割を占める森林は、水源のかん養や山地災
害の防止など多様な機能を担っており、その発揮が様々な

SDGsの目標達成に貢献しております。また、製造時のCO2

排出量が少なく、内部に炭素を蓄える木材を上手に利用する

こと（ワイズユーズ）は、温暖化防止など様々なSDGsに貢

献し、そこから生み出される恵みを森林の再生に還元させるこ

とで持続可能な循環を作り出すことができます。

　みやぎにはJAS製材品など優れた品質の木材や高度な
加工技術があります。どうぞ、家づくりや街づくり等において

「みやぎの木のチカラ」を実感してください。

私たちがお手伝いいたします。

宮城県木材協同組合の取組例

ＪＡＳ製品の
利用拡大

宮城県産材
利用拡大

宮城県木材協同組合　　理事長　米澤 光秀
tel：022（233）2883　https://miyagi-wood.jp

令和７年度JAS構造材実証支援事業

木×SDGs Wise use of woods from みやぎ ！

令和8年緑の募金運動スローガン

「緑の募金で進めよう SDGs」～森林を守る　森林を活かす～
も 　  り も 　  り

令和８年目標額

45,000,000円

緑の募金
にご協力
ください！

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎10階

公益社団法人宮城県緑化推進委員会
TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502


